
① Let’s start English ⇒ Let’s start! 

② Good morning / Good afternoon class! ⇒ Good morning ～先生 

③ How are you? ⇒ I’m ～.  How are you? （それぞれの先生へ） 

④ How’s the weather? ⇒ It’s ～. 

⑤ What day is it? ⇒ It’s ～. 

⑥ What is today’s date? ⇒ It’s ～.   ※⑤⑥は５・６年のみ 
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 本山小学校では、平成２９～令和元年度にかけて、五島市教育委員会指定「確かな学力（外国語活動・英語

科）研究発表」を行いました。その中で、研究主題「心がつながる英語教育～考えや思いを伝え合う喜びを感

じられる児童の育成～」を掲げて英語教育の充実に努めました。そのため、英語教育の環境基盤ができており、

ＡＬＴと連携した学級担任主導型の授業が定着しています。また、平成２８年度から早期英語教育に取り組

み、「英語の楽しさに触れる」「英語に慣れ親しむ」「学習した英語を活用する」という段階的な指導を計画

的に行っています。小学校卒業時に「もっと英語を学び続けたい」と思える児童の育成をめざし、より良い英

語教育を求めて日々研修に努めています。 

 

【年間時数】 

学 年 １・２年生 ３・４年生 ５・６年生 

時間数 ２０時間 ３５時間 ７０時間 

内 容 
英語タイム（１５分×３０回） 

＋外国語活動（４５分×１０回） 

外国語活動 

Let's Try１・２ 

英語科 

５・６年NEW HORIZON 

実施日 
英語タイムは毎週月曜日 

４５分授業は月に１回 

３年…毎週火曜日 

４年…毎週金曜日 
毎週火・金曜日 

 

【授業展開のパターンと役割分担（例）】 

 ３・４年外国語活動    ５・６年 英語科（HRT・ALT） 

 １． あいさつ  Greeting 

 

 

 

 

 

 

 

２．言葉遊び  Sounds and Letters ※主に５・６年 

３．スモールトーク Small talk ※主に５・６年 

 ４．めあて  Today’s goal 

５．練習・活動  Practice 

６．メインゲーム・アクティビティー等 

 Game / Activity / Presentation 

 ７．（英文の書き写し  Writing）※５・６年のみ 

８．ふり返り Looking back ※めあてを意識したふり返り 

９．あいさつ  Good-bye 

 

 

五島市立本山小学校の英語教育について 

ALTメインで 

HRT と ALT 一緒に 

HRT 主導（発音等ALT） 

HRT 主導（発音等ALT） 

① Let’s finish today’s English class! ⇒ Thank you ～先生（それぞれの先生へ） 

② Good-bye!  See you!  



 

 

英検 Jr.（シルバー）の結果分析】※令和 6 年度の結果 

 正答率 CSEスコア 
分野別平均正答率 

語句 会話 文章 文字 

本山小学校 ８４ ２１３ ８６ ７３ ８５ ９５ 

市全体 ８３ ２１０ ８５ ７３ ８２ ９５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考 察】 

○ 市全体の平均を上回り、比較的良好な結果である。特に文章や語句などに関する関心が高

い。 

○ 「英語の勉強は好きですか」の設問では、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」

の肯定的な回答が８５％、「英語の授業はよく分かりますか」の設問では、「当てはまる」

「どちらかといえば当てはまる」の肯定的な回答が同じく８５％であり、全体的に英語学習

への意欲が高い。 

○ 学校全体で英語に対する関心が高く、五島市内でのイングリッシュスピーチコンテストで

は学校代表が優秀賞を受賞するなど、個人での活躍も見られた。 

「英語を学び続ける児童の育成」をめざし、今後も継続して、指導の工夫や学習環境の整

備に努めていきたい。 

保護者の声 

 

英語の学習を１年生からはじめてい

ることで英語が特別ではないという感

覚のようです。 

子ども達は英語の学習を楽しんでい

るようですので、積極的に様々な国の

人たちと交流し、お互いの国の文化を

伝え合い、違いを認める優しい人にな

ってほしいと願っています。 


